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第 5 章 

サングラス装着時における色彩弁別能力の世代間比較 

 

5.1. はじめに   
 

第 3 章 で は 、 若 齢 女 性 を 対 象 に 、 サ ン グ ラ ス 無 し お よ び サ ン グ ラ ス 3

種（ ス モ ー ク 、ブ ル ー 、ブ ラ ウ ン ）装 着 時 に お い て 100  hue  tes t に よ る

色 彩 弁 別 能 力 を 測 定 し 、 サ ン グ ラ ス の レ ン ズ の 色 の 違 い に よ る 色 の 見 え

に つ い て 検 討 し た 。 そ の 結 果 、 若 齢 女 性 で は 、 サ ン グ ラ ス 無 し お よ び サ

ン グ ラ ス 3 種 の 総 偏 差 点 の 比 較 に お い て 有 意 差 は み ら れ な か っ た た め 、

Luminous  t ransmit tance が 40％ の レ ン ズ は サ ン グ ラ ス と し て 色 の 弁

別 能 力 に 問 題 が な い こ と が 明 ら か に な っ た 。100 色 相 別 平 均 偏 差 点 で は 、

サ ン グ ラ ス 無 し 群 と ブ ラ ウ ン 群 の 比 較 に お い て 、 100 色 相 中 9 色 相 で 有

意 差 が み ら れ 、 特 に 、青 紫 (PB)領 域 で ブ ラ ウ ン 群 の 偏 差 点 が 低 く 、識 別

し や す い 色 領 域 で あ る こ と が 明 ら か に な っ た 。 ま た 、第 4 章 で は 、高 齢

女 性 を 対 象 に 色 彩 弁 別 能 力 を 測 定 し た 。 そ の 結 果 、 サ ン グ ラ ス 無 し お よ

び サ ン グ ラ ス 3 種 の 総 偏 差 点 の 比 較 に お い て 、 4 群 間 に 有 意 差 は み ら れ

な か っ た が 、サ ン グ ラ ス 無 し 群 と ブ ラ ウ ン 群 の 2 群 間 で 有 意 差 が み ら れ 、

ブ ラ ウ ン 群 の 方 が 色 彩 弁 別 能 力 が 低 か っ た 。 100 色 相 別 平 均 偏 差 点 の 比

較 で は 、 サ ン グ ラ ス 無 し 群 と ブ ル ー 群 で は 100 色 相 中 11 色 相 で 、 サ ン

グ ラ ス 無 し 群 と ブ ラ ウ ン 群 で は 100 色 相 中 10 色 相 で 有 意 差 が み ら れ た 。

以 上 よ り 、 Luminous  t ransmit tance が 40％ の 条 件 下 に お い て 、 ス モ

ー ク の サ ン グ ラ ス は 高 齢 者 の 色 彩 弁 別 能 力 を 低 下 さ せ な い が 、 ブ ル ー お

よ び ブ ラ ウ ン の サ ン グ ラ ス で は 見 え に く い 色 領 域 が あ る こ と が 明 ら か に

な っ た 。  

こ れ ま で 、 サ ン グ ラ ス 無 し の 状 態 で 世 代 別 に 色 識 別 を 比 較 し た 研 究 は

行 わ れ て い る が （ 川 口 ら (2005 )、 原 田 ら (2002 )、 佐 藤 ら (1998 )、 矢 野 ら

(1993)）、サ ン グ ラ ス を 装 着 し た 状 態 で の 研 究 は 行 わ れ て い な い 。サ ン グ

ラ ス を 装 着 す る こ と に よ り 、 年 齢 に よ る 見 え の 差 異 が み ら れ る こ と が 推

察 さ れ る 。そ こ で 、第 3 章 の 若 齢 者 の 結 果 と 第 4 章 の 高 齢 者 の 結 果 を 比



 56

較 し 、 サ ン グ ラ ス を 装 着 し た 状 態 で 、 加 齢 に 伴 い ど の よ う な 見 え の 差 異

が 生 じ る の か に つ い て 検 討 し た 。  

 

 

5.2. 調査方法 

 

 本 章 は 、第 3 章 お よ び 第 4 章 で 実 施 し た 、若 齢 女 性 20 名（ 19～ 22 歳 、

平 均 年 齢 19.35 歳 、 標 準 偏 差 0.81） と 高 齢 女 性 18 名 （ 60～ 75 歳 、 平 均

年 齢 66.22 歳 、 標 準 偏 差 3.99） の 調 査 結 果 を 比 較 分 析 し た 。  

 調 査 分 析 方 法 は 、 第 3 章 、 第 4 章 で 既 述 し た 。  

 

 

5.3. 結果 

 

5.3.1. 対 象 者 の 眼 の 状 況 に つ い て  

対 象 者 の 眼 の 状 態 を 表 5-1 に 示 す 。 若 齢 者 で は 屈 折 異 常 の 「 近 視 」 が

45.0%と 多 く 、「 遠 視 」、「 乱 視 」 は 10.0%で あ っ た 。「 問 題 な し 」 は 40.0%

で あ っ た 。 高 齢 者 で は 「 老 視 」 が 94.4%で 最 も 多 く 、「 乱 視 」 は 22.2%、

「 近 視 」、「 遠 視 」 は 11.1%で あ っ た 。 メ ガ ネ お よ び コ ン タ ク ト の 使 用 状

況 (表 5-2)に つ い て 、若 齢 者 で は 、「 コ ン タ ク ト を 使 用 」が 50.0%と 多 く 、

「 常 時 メ ガ ネ 」、「 時 々 メ ガ ネ 」は 15.0%、「 使 用 な し 」は 25.0%で あ っ た 。

高 齢 者 で は 、「 常 時 メ ガ ネ 」が 66.7%と 最 も 多 く 、「 常 時 メ ガ ネ 」は 22.2%、

「 使 用 な し 」は 25.0%で あ っ た 。「 コ ン タ ク ト を 使 用 」は 無 か っ た 。サ ン

グ ラ ス 無 し お よ び サ ン グ ラ ス 3 種 を 装 着 し た 場 合 の 矯 正 視 力 の 平 均 を 表

5-3 に 示 す 。 若 齢 者 の 平 均 値 は 1.0 で あ り 、 高 齢 者 の 平 均 値 は 0.7 以 上

で あ っ た 。 高 齢 者 に お い て 、 サ ン グ ラ ス 無 し お よ び サ ン グ ラ ス 3 種 の 4

群 間 で 視 力 の 平 均 値 に 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た 。 な お 、 サ ン グ ラ ス 無

し お よ び サ ン グ ラ ス 3 種 に お い て 、 若 齢 者 と 高 齢 者 の 2 群 間 で 平 均 値 の

差 の 検 定 を 行 っ た 結 果 、 す べ て の 種 類 で 有 意 差 が み ら れ 、 高 齢 者 群 の 視

力 が 低 か っ た 。  
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表 5-1 対 象 者 の 視 力       表 5-2 メ ガ ネ お よ び コ ン タ ク ト    

                   の 使 用 状 況  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表 5-3 対 象 者 の 視 力  

 視力の平均(SD)

1.0 0.75

(0.0) (0.26)

1.0 0.70

(0.0) (0.25)

1.0 0.71

(0.0) (0.25)

1.0 0.72

(0.0) (0.25)

若齢者 高齢者

サングラス無し

スモーク

ブルー

ブラウン p<0.001

p<0.01

p<0.001

p<0.001

 

 

 

 

 

 人数（％）
若齢者 高齢者
20名 18名
3 4

(15.0) (22.2)

3 12

(15.0) (66.7)

10 0

(50.0) (0.0)

5 2

(25.0) (11.1)

(複数回答）

常時メガネ

時々メガネ

コンタクト

使用なし

 人数（％）
若齢者 高齢者
20名 18名
9 2

(45.0) (11.1)

2 2

(10.0) (11.1)

2 4

(10.0) (22.2)

0 17

(0.0) (94.4)

8 0

(40.0) (0.0)

(複数回答）

問題なし

近視

遠視

乱視

老視
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5.3.2. 100 hue test の 総 偏 差 点 の 比 較  

若 齢 者 と 高 齢 者 の 4 群 別 (サ ン グ ラ ス 無 し お よ び サ ン グ ラ ス 3 種 )総 偏

差 点 の 平 均 値 を 図 5-1 に 示 し た 。 総 偏 差 点 は 、 点 数 が 高 い ほ ど 色 彩 弁 別

能 力 が 低 い 。 総 偏 差 点 の 値 は 、 若 齢 者 で は 、 ブ ラ ウ ン 、 ス モ ー ク 、 サ ン

グ ラ ス 無 し 、 ブ ル ー の 順 に 、 高 齢 者 で は 、 サ ン グ ラ ス 無 し 、 ス モ ー ク 、

ブ ル ー 、 ブ ラ ウ ン の 順 に 高 く な っ て い る 。 サ ン グ ラ ス 無 し お よ び サ ン グ

ラ ス 3 種 と も 、 若 齢 者 よ り 高 齢 者 の 値 が 高 か っ た 。 若 齢 者 4 群 と 高 齢 者

4 群 の 計 8 群 間 で 総 偏 差 点 に 有 意 差 が 認 め ら れ た (F(7,144)=5.20 

p<0.001)。 若 齢 者 と 高 齢 者 の 2 群 間 で 比 較 し た 結 果 を 表 5-4 に 示 す 。 若

齢 者 と 高 齢 者 間 で 11 組 に 有 意 差 が 認 め ら れ た 。サ ン グ ラ ス 無 し 群 で は 若

齢 者 と 高 齢 者 間 に 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た が 、ス モ ー ク 群 、ブ ル ー 群 、

ブ ラ ウ ン 群 に お い て 若 齢 者 と 高 齢 者 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ 、 い ず れ も 高

齢 者 の 総 偏 差 点 が 高 か っ た 。 し た が っ て 、 ス モ ー ク 群 、 ブ ル ー 群 、 ブ ラ

ウ ン 群 で は 、 若 齢 者 よ り 高 齢 者 の 色 彩 弁 別 能 力 が 低 い こ と が 明 ら か に な

っ た 。  
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図 5-1 総 偏 差 点 の 平 均 値 の 比 較  
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表 5-4 若 齢 者 ― 高 齢 者 間 の 総 偏 差 点 の 比 較  

若齢者 総偏差点 高齢者 総偏差点 有意差

サングラス無し 54.2 サングラス無し 66.0 ―

スモーク(黒） 70.4 ―

ブルー 84.7 ｐ＜0.01

ブラウン 89.1 ｐ＜0.01

スモーク(黒） 47.4 サングラス無し 66.0 ―

スモーク(黒） 70.4 ｐ＜0.05

ブルー 84.7 ｐ＜0.001

ブラウン 89.1 ｐ＜0.001

ブルー 55.6 サングラス無し 66.0 ―

スモーク(黒） 70.4 ―

ブルー 84.7 ｐ＜0.01

ブラウン 89.1 ｐ＜0.01

ブラウン 45.2 サングラス無し 66.0 ｐ＜0.05

スモーク(黒） 70.4 ｐ＜0.05

ブルー 84.7 ｐ＜0.001

ブラウン 89.1 ｐ＜0.001  

 

5.3.3. 若 齢 者 と 高 齢 者 の 100 色 相 別 の 平 均 偏 差 点 の 比 較  

若 齢 者 と 高 齢 者 の サ ン グ ラ ス 無 し お よ び サ ン グ ラ ス 3 種 を 装 着 し た 場

合 の 100 色 相 別 偏 差 点 の 平 均 値 を 求 め 、第 3 章 、第 4 章 と 同 様 に 、ND-100

記 録 整 理 用 紙 の パ タ ー ン グ ラ フ を 参 考 に 、 100 hue test の 色 コ マ 番 号

No.1～ No.100 を 反 時 計 回 り に 環 状 に 配 列 し た 。  

サ ン グ ラ ス 無 し お よ び 3 種 の サ ン グ ラ ス を 装 着 し た 場 合 に つ い て 、 若

齢 者 と 高 齢 者 の 2 群 間 で 100 色 相 別 偏 差 点 の 平 均 値 を 比 較 し た 。 サ ン グ

ラ ス 無 し の 場 合 の 100 色 相 別 偏 差 点 の 平 均 値 の 比 較 を 図 5-2 に 示 す 。

No.19～ 25、No.27～ 30 の 黄 (Y)か ら 黄 緑 (GY)領 域 、No.64～ 79 の 青 紫 (PB)

～ 紫 (P)領 域 で は 若 齢 者 群 の 方 が 高 く 、 No.36～ 40、 No.45～ 55、 No.57～

63 の 緑 (G)、 青 緑 (BG)、 青  (B)領 域 、 No.84～ 100 の 紫 (P)か ら 赤 紫 (RP)

領 域 で は 高 齢 者 群 の 方 が 高 い 。 そ こ で 、 若 齢 者 群 と 高 齢 者 群 と の 偏 差 点

の 平 均 に 差 が み ら れ る か 分 析 し た 。そ の 結 果 、100 色 相 中 11 色 相 で 有 意
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差  (1: p<0.05、 2: p<0.01、 3: p<0.001) が 認 め ら れ た (図 5-3)。 こ れ

ら の 色 相 は 、黄 (Y)と 黄 緑 (GY)の 中 間 、青 緑 (BG)、青 (B)、紫 (P)か ら 赤 紫

(RP)領 域 に あ た る 。特 に 、紫 (P)か ら 赤 紫 (RP)領 域 に 有 意 差 が み ら れ る 色

相 が 集 中 し て い た 。 青 緑 (BG)、 青 (B)、 紫 (P)か ら 赤 紫 (RP)領 域 で は 高 齢

者 群 の 偏 差 点 が 高 か っ た 。 こ れ よ り 、 サ ン グ ラ ス 無 し で は 、 若 齢 者 よ り

高 齢 者 の 方 が 青 緑 (BG)、 青 (B)、 紫 (P)か ら 赤 紫 (RP)領 域 の 色 相 を 識 別 し

に く い と い え る 。  

 ス モ ー ク の 場 合 の 100 色 相 別 偏 差 点 の 平 均 値 の 比 較 を 図 5-4 に 示 す 。

No.68～ 77、 No.79～ 82 の 青 紫 (PB)と 紫 (P)の 中 間 で は 若 齢 者 群 の 方 が 高

く 、 そ れ 以 外 の 色 領 域 で は 、 ほ と ん ど 高 齢 者 の 方 が 高 い 。 特 に No.28～

49 の 黄 緑 (GY)、 緑 (G)、 青 緑 (BG)領 域 、 No.52～ 67 の 青  (B) 、 青 紫 (PB)

領 域 、No.88～ 100 の 赤 紫 (RP)領 域 で 値 が 高 い 。そ こ で 、若 齢 者 群 と 高 齢

者 群 と の 偏 差 点 の 平 均 に 差 が み ら れ る か 分 析 し た 。 そ の 結 果 、 100 色 相

中 20 色 相 で 有 意 差  (1: p<0.05、 2: p<0.01)が 認 め ら れ た (図 5-5)。 こ

れ ら の 色 相 は 、 黄 赤 (YR)か ら 黄 (Y)領 域 、 黄 緑 (GY)と 緑 (G)の 中 間 、 青 緑

(BG)か ら 青 (B)領 域 、青 紫 (PB)と 紫 (P)の 中 間 、紫 (P)と 赤 紫 (RP)の 中 間 に

あ た る 。 青 紫 (PB)と 紫 (P)の 中 間 で は 若 齢 者 群 、 黄 赤 (YR)か ら 黄 (Y)領 域

で は 高 齢 者 群 の 偏 差 点 が 高 い 。黄 緑 (GY)と 緑 (G)の 中 間 、青 緑 (BG)か ら 青

(B)領 域 、 紫 (P)と 赤 紫 (RP)の 中 間 で は 高 齢 者 群 の 偏 差 点 が 高 か っ た 。 こ

れ よ り 、ス モ ー ク で は 、若 齢 者 よ り 高 齢 者 の 方 が 黄 緑 (GY)と 緑 (G)の 中 間 、

青 緑 (BG)か ら 青 (B)領 域 、 紫 (P)と 赤 紫 (RP)の 中 間 の 色 相 を 識 別 し に く い

と い え る 。  

 ブ ル ー の 場 合 の 100 色 相 別 偏 差 点 の 平 均 値 の 比 較 を 図 5-6 に 示 す 。

No.20～ 25 の 黄 (Y)と 黄 緑 (GY)の 中 間 、No.68～ 76 の 青 紫 (PB)と 紫 (P)の 中

間 で は 若 齢 者 群 の 方 が 高 く 、 そ れ 以 外 の 色 領 域 で は 、 ほ と ん ど 高 齢 者 の

方 が 高 い 。ま た 、No.30～ 50 の 黄 緑 (GY)と 緑 (G)の 中 間 か ら 青 緑 (BG)領 域 、

No.54～ 67 の 青  (B)か ら 青 紫 (PB)、No.81～ 100 の 紫 (P)か ら 赤 紫 (RP)で 値

が 高 い 。 そ こ で 、 若 齢 者 群 と 高 齢 者 群 と の 偏 差 点 の 平 均 に 差 が み ら れ る

か 分 析 し た 。そ の 結 果 、100 色 相 中 20 色 相 で 有 意 差  (1: p<0.05、2: p<0.01、

p<0.001)が 認 め ら れ た (図 5-7)。こ れ ら の 色 相 は 、黄 赤 (YR)と 黄 (Y)の 中
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間 、黄 (Y)と 黄 緑 (GY)の 中 間 、黄 緑 (GY)と 緑 (G)の 中 間 、青 (B)領 域 、紫 (P)

か ら 赤 紫 (RP)、赤 紫 (RP) か ら 赤 (R)に あ た る 。黄 (Y)と 黄 緑 (GY)の 中 間 で

は 若 齢 者 群 、黄 赤 (YR)か ら 黄 (Y)の 中 間 、赤 紫 (RP) か ら 赤 (R)で は 高 齢 者

群 の 偏 差 点 が 高 い が 、 有 意 差 は な い 。 黄 緑 (GY)と 緑 (G)の 中 間 、 青 (B)領

域 、紫 (P)か ら 赤 紫 (RP)で は 高 齢 者 群 の 偏 差 点 が 高 か っ た 。こ れ よ り 、ブ

ル ー で は 、若 齢 者 よ り 高 齢 者 の 方 が 黄 緑 (GY)と 緑 (G)の 中 間 、青 (B)領 域 、

紫 (P)か ら 赤 紫 (RP)の 色 相 を 識 別 し に く い と い え る 。  

ブ ラ ウ ン の 場 合 の 100 色 相 別 偏 差 点 の 平 均 値 の 比 較 を 図 5-8 に 示 す 。

No.21～ 28 の 黄 (Y)か ら 黄 緑 (GY)、No.71～ 79 の 青 紫 (PB)と 紫 (P)の 中 間 で

は 若 齢 者 群 の 方 が 高 く 、 そ れ 以 外 の 色 領 域 で は 、 ほ と ん ど 高 齢 者 の 方 が

高 い 。 特 に No.1～ 6 の 赤 (R)、 No.32～ 68 の 黄 緑 (GY)と 緑 (G)の 中 間 か ら

青 緑 (BG)、青  (B)、青 紫 (PB)、No.81～ 100 の 紫  (P)か ら 赤 紫 (RP)で 値 が

高 い 。 そ こ で 、 若 齢 者 群 と 高 齢 者 群 と の 偏 差 点 に 差 が み ら れ る か 分 析 し

た 。 そ の 結 果 、 100 色 相 中 38 色 相 で 有 意 差  (1: p<0.05、 2: p<0.01、

p<0.001)が 認 め ら れ た (図 5-9)。 こ れ ら の 色 相 は 、 赤 (R)、 黄 (Y)、 黄 緑

(GY)、 緑 (G)、 青 緑 (BG)、 青 (B)、 青 紫 (PB)、 赤 紫 (RP)と 100 色 相 中 の 多

く の 色 領 域 に あ た る 。黄 緑 (GY)領 域 で は 若 齢 者 群 、黄 (Y)領 域 、青 紫 (PB)

領 域 で は 高 齢 者 群 の 偏 差 点 が や や 高 い 。赤 (R)、緑 (G)、青 緑 (BG)、青 (B)、

赤 紫 (RP)で は 高 齢 者 群 の 偏 差 点 が 高 か っ た 。 こ れ よ り 、 ブ ラ ウ ン で は 、

若 齢 者 よ り 高 齢 者 の 方 が 赤 (R)、緑 (G)、青 緑 (BG)、青 (B)、赤 紫 (RP)の 色

相 を 識 別 し に く い と い え る 。  
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図 5-2 100 色 相 別 偏 差 点 の 平 均 値  

（ サ ン グ ラ ス 無 し 群 の 場 合 ）  
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図 5-3 サ ン グ ラ ス 無 し に お け る 100 色 相 別 偏 差 点 の  

平 均 値 の 2 群 （ 若 齢 者 と 高 齢 者 ） に よ る 差 の 検 定  
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図 5-4 100 色 相 別 偏 差 点 の 平 均 値  

（ ス モ ー ク の 場 合 ）  
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図 5-5 ス モ ー ク に お け る 100 色 相 別 偏 差 点 の  

平 均 値 の 2 群 （ 若 齢 者 と 高 齢 者 ） に よ る 差 の 検 定  
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図 5-6 100 色 相 別 偏 差 点 の 平 均 値  

（ ブ ル ー の 場 合 ）  
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図 5-7 ブ ル ー に お け る 100 色 相 別 偏 差 点 の  

平 均 値 の 2 群 （ 若 齢 者 と 高 齢 者 ） に よ る 差 の 検 定  
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図 5-8 100 色 相 別 偏 差 点 の 平 均 値  

（ ブ ラ ウ ン 群 の 場 合 ）  
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図 5-9 ブ ラ ウ ン に お け る 100 色 相 別 偏 差 点 の  

平 均 値 の 2 群 （ 若 齢 者 と 高 齢 者 ） に よ る 差 の 検 定  
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5.4. 考察 

 

本 章 で は 、 100 hue test を 用 い て 若 齢 者 20 名 お よ び 高 齢 者 18 名 の サ

ン グ ラ ス 装 着 時 に お け る 視 力 お よ び 色 彩 弁 別 能 力 の 測 定 結 果 を 比 較 し 、

加 齢 に よ る 変 化 を 分 析 し た 。  

ま ず 、 視 力 の 平 均 に つ い て 、 若 齢 者 、 高 齢 者 間 で 、 サ ン グ ラ ス 無 し 、

サ ン グ ラ ス 3 種 の 場 合 と も 差 異 が 認 め ら れ た（ 表 5-3）。鵜 飼 は 、矯 正 視

力 は 40 歳 く ら い ま で 1.0 以 上 を 保 つ が 、 加 齢 と と も に 低 下 し 、 70 歳 く

ら い で 半 数 が 1.0 以 下 と な る こ と を 指 摘 し て い る 。 本 調 査 の 結 果 も 同 様

の 傾 向 を 示 し て い る 。 ま た 、 加 齢 に 伴 い 、 視 力 の 低 下 に 関 係 し て コ ン ト

ラ ス ト 感 度 が 低 下 し 、照 度 が 低 い ほ ど 劣 化 す る こ と が 示 唆 さ れ て い る（ 岡

嶋  1999）。 本 調 査 の 装 置 内 の 照 度 は 低 く な い が 、 サ ン グ ラ ス を 装 着 す る

こ と に よ り 視 界 が 暗 く な る た め 、 照 度 が 低 い 状 態 が 作 ら れ 、 コ ン ト ラ ス

ト 感 度 が 低 下 し 、 サ ン グ ラ ス 無 し の 場 合 よ り サ ン グ ラ ス を 装 着 し た 場 合

の 視 力 が や や 低 く な っ た と 考 え ら れ る 。 従 っ て 、 加 齢 に 伴 う 視 覚 の 変 化

は 、 若 齢 者 、 高 齢 者 の 色 彩 弁 別 能 力 に 影 響 す る こ と が 推 察 さ れ る 。  

次 に 、 100 hue test に よ る 総 偏 差 点 の 比 較 に つ い て 、 サ ン グ ラ ス 無 し

で は 、 若 齢 者 と 高 齢 者 の 2 群 間 で 有 意 差 は 認 め ら れ な か っ た （ 図 5-1）。

本 調 査 の 若 齢 者 群 （ 19～ 22 歳 ） の 平 均 値 は 54.2 点 で 川 口 ら (2005)の 結

果 （ 18～ 29 歳 ） は 100.3 点 、 佐 藤 (1998)の 結 果 （ 20 代 ） は 50.4 点 で あ

り 、 佐 藤 の 結 果 と ほ ぼ 同 じ で 総 偏 差 点 が 低 く 、 色 彩 弁 別 能 力 は 高 い 結 果

と な っ た 。 高 齢 者 群 の 平 均 値 は 、 本 調 査 （ 60～ 75 歳 ） で は 66.0 点 、 川

口 ら の 結 果 は （ 60 代 ） 174.5 点 、（ 70 代 ） 235.3 点 、 佐 藤 の 結 果 は （ 60

代 ） 146.9 点 、（ 70 代 ） 264.3 点 で あ り 、 本 調 査 の 総 偏 差 点 が 最 も 低 く 、

色 彩 弁 別 能 力 は 高 い 結 果 と な っ た 。 3 調 査 と も 年 齢 が 高 く な る に 従 い 総

偏 差 点 は 高 く な り 、 色 彩 弁 別 能 力 は 低 下 す る と い え る 。 測 定 条 件 に お い

て 、 本 調 査 で は 作 業 面 照 度 5000ｌ ｘ の も と で 行 い 、 3 調 査 の な か で 最 も

作 業 面 照 度 が 高 か っ た （ 川 口 ら ： 約 500ｌ ｘ 、 佐 藤 ： 900～ 1000ｌ ｘ ）。

矢 野 ら (1993)に よ る と 、 高 齢 者 と 若 齢 者 の 色 識 別 性 で 照 度 レ ベ ル が

1000lx で は 差 は な か っ た が 、 100lx で は 高 齢 者 に 差 が み ら れ た こ と が 報
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告 さ れ 、 本 調 査 に お い て 照 度 の 高 さ が 色 彩 弁 別 能 力 に 影 響 し て い る こ と

が 推 察 さ れ る 。 一 方 、 ス モ ー ク 、 ブ ル ー 、 ブ ラ ウ ン の サ ン グ ラ ス を 装 着

し た 場 合 の 総 偏 差 点 で は 、2 群 間 で 有 意 差 が 認 め ら れ た（ ス モ ー ク：p＜

0.05、 ブ ル ー ： p＜ 0.01、 ブ ラ ウ ン ： p＜ 0.001）。 い ず れ の 色 の サ ン グ ラ

ス を 装 着 し た 場 合 と も 若 齢 者 よ り 高 齢 者 の 方 が 高 か っ た 。 高 齢 に な る に

従 い 、 水 晶 体 が 黄 変 し 網 膜 に 達 す る 光 の 波 長 成 分 が 変 化 す る こ と が 知 ら

れ て い る (栗 木 ら  2000)。特 に 、ブ ラ ウ ン の サ ン グ ラ ス の 比 較 に お い て 若

齢 者 と 高 齢 者 の 総 偏 差 点 の 差 が 顕 著 で あ っ た 。 高 齢 者 が ブ ラ ウ ン の サ ン

グ ラ ス を 装 着 し た 場 合 、水 晶 体 の 黄 変 化 が さ ら に 進 ん だ 状 態 と 考 え ら れ 、

本 調 査 条 件 で あ る Luminous transmittance が 40％ の サ ン グ ラ ス の 場 合 、

色 彩 弁 別 能 力 が 低 下 し た こ と が 推 察 さ れ る 。 ま た 、 岡 嶋 (2008)は 、 加 齢

効 果 の 一 つ と し て 、 老 人 性 縮 瞳 に よ り 網 膜 に 達 す る 光 量 が 低 下 す る こ と

か ら 、 同 じ 照 明 光 で も 若 齢 者 よ り 高 齢 者 の ほ う が 暗 く 感 じ て い る こ と を

指 摘 し て い る 。 サ ン グ ラ ス を 装 着 す る こ と に よ り 、 眼 に 入 射 す る 光 量 は

減 少 す る こ と が 予 測 さ れ 、上 述 の よ う な 高 齢 者 の 視 覚 特 性 か ら 、Luminous 

transmittance が 40％ の サ ン グ ラ ス を 装 着 す る と 、 高 齢 者 は 特 に 色 彩 弁

別 能 力 が 低 く な る こ と が 推 察 さ れ る 。  

次 に 、 サ ン グ ラ ス 無 し お よ び 3 種 の サ ン グ ラ ス を 装 着 し た 場 合 に お い

て 、 若 齢 者 、 高 齢 者 の 2 群 間 で 100 色 相 の 見 え に ど の よ う な 差 異 が み ら

れ る か 明 ら か に す る た め 、 100 色 相 別 偏 差 点 の 平 均 値 を 求 め た 。 サ ン グ

ラ ス 無 し の 場 合 、 11 色 相 で 有 意 差 が み ら れ 、 う ち 8 色 相 は 紫 (P)～ 赤 紫

(RP)領 域 に 集 中 し 、 高 齢 者 群 の 偏 差 点 が 高 か っ た 。 高 齢 者 の 色 彩 弁 別 能

力 に つ い て 、 川 口 ら (2005) は 赤 紫 (RP) 系 お よ び 青 緑 系 (BG) が 低 く 、

Verriest ら (1963、1982)も 青 緑 、赤 系 の 領 域 で エ ラ ー ス コ ア が 高 く な っ

て い る こ と を 報 告 し て い る 。 ま た 、 矢 野 ら (1993)も 高 齢 者 の 色 識 別 能 力

は 赤 紫 領 域 で 劣 っ て い る こ と を 示 し て い る 。 本 調 査 の サ ン グ ラ ス 無 し の

結 果 は 先 行 研 究 と 類 似 し た 傾 向 を 示 し て い る と い え る 。  

ス モ ー ク の 場 合 、20 色 相 で 有 意 差 が み ら れ 、黄 赤 (YR)か ら 黄 (Y)領 域 、

黄 緑 (GY)と 緑 (G)の 中 間 、青 緑 (BG)か ら 青 (B)領 域 、集 中 は し て い な い が 、

青 紫 (PB)と 紫 (P)の 中 間 、 紫 (P)と 赤 紫 (RP)の 中 間 と 広 範 に わ た る 。 こ の
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う ち 、 高 齢 者 の 偏 差 点 が 高 い 領 域 は 黄 緑 (GY)と 緑 (G)の 中 間 、 青 緑 (BG)

か ら 青 (B)領 域 、 紫 (P)か ら 赤 紫 (RP)領 域 で あ り 、 サ ン グ ラ ス 無 し の 場 合

よ り 視 界 が 暗 い た め 若 齢 者 と 高 齢 者 の 見 え の 差 が 生 じ て い る も の と 考 え

ら れ る 。 ブ ル ー の 場 合 も 20 色 相 で 有 意 差 が み ら れ た 。 特 に 、 黄 緑 (GY)

か ら 緑 (G)、青 (B)領 域 、紫 (P)か ら 赤 紫 (RP)に 集 中 し 、い ず れ も 高 齢 者 群

の 偏 差 点 が 高 か っ た 。 鈴 村 ら (1986)は 、 加 齢 と と も に 短 波 長 光 線 の 明 度

感 覚 の 減 退 が 生 じ る と 述 べ て い る 。 そ の た め 、 高 齢 者 が ブ ル ー の サ ン グ

ラ ス を 装 着 す る と 、よ り 青 (B)領 域 の 波 長 に 対 す る 感 度 が 低 下 し 、識 別 し

に く く な っ て い る こ と が 推 察 さ れ る 。ブ ラ ウ ン の 場 合 、38 色 相 で 有 意 差

が み ら れ た 。青 紫 (PB)～ 紫 (P)を 除 く 広 範 囲 で 有 意 差 が み ら れ 、特 に 、赤

(R)、緑 (G)、青 緑 (BG)、青 (B)、赤 紫 (RP)で は 高 齢 者 群 の 偏 差 点 が 高 く 識

別 し に く く な っ て い る 。 高 齢 者 の 眼 は 黄 変 化 し て い る た め 、 黄 色 系 で あ

る ブ ラ ウ ン レ ン ズ の サ ン グ ラ ス が 重 な る と 、 よ り 識 別 し に く く な る こ と

が 明 ら か に な っ た 。  

以 上 よ り 、 Luminous transmittance が 約 40％ の サ ン グ ラ ス は 、 若 齢

者 に 比 べ て 高 齢 者 で は 見 え に く い 色 領 域 が 多 い こ と が 明 ら か に な っ た 。

加 齢 に 伴 い 、 視 力 全 般 が 減 退 し て い く が 、 水 晶 体 の 黄 変 化 は 視 覚 に 大 き

く 関 わ る に も か か わ ら ず 、 本 人 も 周 囲 も 気 づ き に く い 。 青 色 や 紫 色 の 光

の 水 晶 体 透 過 率 が 減 少 し 、 視 界 が 黄 色 味 を 帯 び て み え る こ と に な る （ 石

原  1998）。 ま た 、 加 齢 に 伴 う 水 晶 体 の 黄 変 化 は 長 い 時 間 を か け て 徐 々 に

進 行 し て い く た め 、 薄 曇 り 程 度 な ら 地 域 を 問 わ ず 若 年 齢 か ら 紫 外 線 対 策

が 必 要 で あ る 。 と 考 え ら れ る 。 紫 外 線 か ら 眼 を 保 護 す る た め に 若 年 齢 か

ら の サ ン グ ラ ス 装 着 に 対 す る 啓 蒙 活 動 が 必 要 で あ る と 思 わ れ る 。 本 調 査

で 使 用 し た サ ン グ ラ ス は Luminous transmittance が 約 40％ で あ っ た 。

生 活 へ の 安 全 面 を 考 慮 し 、 今 後 、 色 彩 弁 別 能 力 に 影 響 を 及 ぼ さ な い

Luminous transmittance の 条 件 に つ い て 検 討 す る 必 要 が あ る 。  


